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写真 2 河姆渡遺跡の井戸（復元） 
跨湖橋遺跡[2] 「逆流する川」で有名な銭塘江の南側に
ある遺跡で、もともとあった湘湖の堆積層にパックされて
遺跡が保存されたため多くの有機質の遺物が見つかった。
特筆すべきはこの遺跡で丸木舟が出土したことである。し
かも丸木舟の周囲に木屑や石が伴ったかたちで。いかに
も製作途中の様子をしめしているようで生々しいが、当遺
跡は河姆渡文化よりも古い時期に属する遺跡であり（C14
では前6千年紀）、中国最古の丸木舟として重要な発見で
ある。実見できた他の資料には図1のようなものがある。
図1は「槳（＝櫂）形器」と報告されている組み合わせ式
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